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■視　　点

我
々
は
生
命
を
維
持
す
る
た
め
及
び

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に

食
料
を
必
要
と
す
る
。

食
料
の
安
定
供
給
、
安
心
・
安
定
の

確
保
に
よ
り
、
我
々
の
健
康
は
維
持
さ

れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
は

年
々
低
下
し
、
先
進
国
の
中
で
最
低
水

準
に
あ
る
。

昨
今
、
種
々
の
要
因
に
よ
り
世
界
の

食
料
需
給
が
中
長
期
的
に
大
問
題
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

食
料
需
給
率
と
は

簡
単
に
言
う
と
、
自
分
の
国
（
県
･

市
町
村
）
で
必
要
な
食
料
が
自
分
の
国

（
県
･
市
町
村
）
で
ど
の
く
ら
い
つ
く

ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
割
合
の
こ
と
。

食
料
自
給
率
に
は
、
大
き
く
分
け
て
品

目
別
食
料
自
給
率
と
、
総
合
食
料
自
給

率
と
い
う
２
つ
が
あ
る
。

一
、
品
目
別
食
料
自
給
率

米
、
小
麦
、
肉
類
等
品
目
別
の
食
料

自
給
率
の
こ
と
。
基
本
的
に
は
、「
生

産
量
」
÷
「
消
費
量
」
で
計
算
す
る
。

二
、
総
合
食
料
自
給
率

食
料
品
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
性
質
の

も
の
が
あ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
一
つ

の
物
指
し
（
価
値
基
準
）
で
、
計
算
し

た
も
の
を
、「
総
合
食
料
自
給
率
」
と

呼
ん
で
い
る
。

総
合
食
料
自
給
率
に
は
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の
二
種
類
が

あ
る
。

（
１
）
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
総
合
食
料

自
給
率

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
と
は
、
食
品
に
含

ま
れ
る
基
礎
的
な
栄
養
で
あ
る
「
カ
ロ

リ
ー
（
熱
量
）」
を
も
の
さ
し
に
し
て
、

食
料
品
全
体
の
自
給
率
を
計
算
す
る
こ

と
で
、
国
民
に
供
給
さ
れ
て
い
る
食
料

の
全
熱
量
合
計
の
う
ち
、
国
産
で
賄
わ
　

れ
た
熱
量
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
２
）
生
産
額
ベ
ー
ス
の
総
合
食
料
自

給
率生

産
額
ベ
ー
ス
と
は
、
も
の
の
価
値

を
表
す
方
法
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
「
お
金
（
生
産
額
＝
価
格
×

生
産
量
）」
を
も
の
さ
し
に
し
て
、
食

料
品
全
体
の
自
給
率
を
計
算
す
る
。
国

内
食
糧
消
費
仕
向
け
額
に
対
す
る
国
内

食
料
生
産
額
の
割
合
で
あ
る
。

以
上
、
一
口
に
食
料
自
給
率
と
言
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
た
め
、
食

料
自
給
率
を
用
い
て
国
内
の
食
料
消
費

や
農
業
生
産
に
対
す
る
評
価
を
行
う
場

合
に
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
、
品
目
別

自
給
率
、
穀
物
自
給
率
、
生
産
額
ベ
ー

ス
の
各
指
標
を
組
み
合
わ
せ
て
示
す
。

特
に
国
際
的
に
は
、
総
合
食
料
自
給

率
は
デ
ー
タ
の
制
約
に
よ
り
算
定
で
き

な
い
国
も
数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
国

際
比
較
を
行
う
場
合
に
は
、
基
礎
的
な

食
料
に
着
目
し
て
、
通
常
は
穀
物
自
給

率
を
用
い
て
い
る
。

食
料
自
給
率
に
つ
い
て

図表１：日本の食料自給率

図表２：世界の食料自給率（カロリーベース）
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■視　　点
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
注
意
を
要
す
る

の
が
畜
産
物
の
取
扱
い
で
、
農
業
総
生

産
額
の
８
・
25
％（
平
成
15
年
度
現
在
）

を
占
め
る
重
要
な
分
野
だ
が
、
輸
入
飼

料
に
よ
り
飼
育
さ
れ
た
分
に
つ
い
て

は
、
厳
密
に
は
自
給
と
は
言
え
な
い
。

例
え
ば
、
豚
肉
自
体
の
品
目
別
自
給

率
は
53
％
だ
が
、
自
給
飼
料
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
た
豚
肉
の
国
産
熱
量
は
、
豚

の
飼
料
自
給
率
９
・
７
％
を
乗
じ
、
結

果
的
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
は

５
％
と
な
る
。

わ
が
国
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
昭
和
40
年
度
の
73
％
か
ら
昭

和
50
年
度
は
54
％
と
低
下
し
、
平
成
16

年
度
に
お
い
て
は
40
％
で
あ
る
。

生
産
額
ベ
ー
ス
で
は
昭
和
40
年
の

86
％
か
ら
平
成
８
年
度
71
％
に
低
下

し
、
そ
の
後
横
ば
い
で
平
成
16
年
度
は

70
％
と
な
っ
た
。

国
は
地
産
地
消
、
日
本
型
食
生
活
の

普
及
、
国
産
農
水
産
物
の
消
費
拡
大
な

ど
、
食
料
自
給
率
に
寄
与
す
る
地
域
ご

と
の
取
り
組
み
を
促
す
た
め
、
都
道
府

県
別
の
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
及

び
生
産
額
ベ
ー
ス
）
を
公
表
し
、
平
成

18
年
か
ら
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
に

も
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

都
道
府
県
別
の
自
給
率
は
、
地
域
ご

と
の
消
費
原
単
位
を
共
通
と
し
、
年
齢

構
成
等
の
違
い
に
よ
る
１
人
１
日
当
た

り
の
消
費
量
の
違
い
が
な
い
と
仮
定
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

の
場
合
、
基
本
的
に
は
、
各
地
域
で
生

産
さ
れ
た
食
品
農
水
産
物
の
人
口
当
た

り
の
総
カ
ロ
リ
ー
の
違
い
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

都
道
府
県
別
で
は
北
海
道
が
２
０

１
％
で
も
っ
と
も
高
く
、
第
２
位
は
、

米
ど
こ
ろ
の
秋
田
の
１
４
１
％
、
第
３

位
は
同
じ
く
東
北
山
形
の
１
２
２
％
と

な
っ
て
い
る
。
自
給
率
が
１
０
０
％
を

越
え
て
い
る
の
は
、
さ
ら
に
東
北
の
青

森
、
岩
手
を
加
え
、
５
道
県
の
み
で
あ

る
。
も
っ
と
も
自
給
率
が
低
い
の
は
人

口
密
度
の
高
い
東
京
の
１
％
で
、
こ
れ

に
大
阪
の
２
％
、
神
奈
川
の
３
％
が
続

き
、
一
け
た
台
は
こ
の
３
都
府
県
だ
け

で
あ
る
。

我
が
千
葉
県
の
最
近
の
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
平
成
10
年
度

〜
平
成
12
年
度
は
30
％
、
平
成
13
年
度

〜
平
成
14
年
度
は
29
％
、
そ
れ
以
後
は

30
％
を
維
持
し
て
い
る
。
生
産
額
ベ
ー

ス
で
は
平
成
10
年
度
〜
平
成
11
年
度
は

ほ
ぼ
80
％
で
あ
っ
た
が
平
成
15
年
度
は

76
％
に
低
下
し
た
。

し
か
ら
ば
我
が
銚
子
市
の
食
料
自
給

率
は
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
市
町
村

レ
ベ
ル
の
公
式
な
デ
ー
タ
は
ど
こ
に
も

存
在
し
な
い
。
農
林
水
産
省
総
合
食
料

局
食
料
企
画
課
計
画
班
か
ら
、「
地
域

食
料
自
給
率
試
算
ソ
フ
ト
」
が
提
供
さ

れ
て
い
る
が
、
入
力
す
る
デ
ー
タ
の
扱

い
が
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
を
用
い
た
銚
子
市
の
試
算
の
結

果
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給

率
は
２
０
０
％
を
越
え
、
農
水
産
物
主

体
の
生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率

は
、
４
０
０
％
を
越
え
て
い
る
。
地
域

産
品
で
加
工
食
料
の
醤
油
を
加
え
る
と

更
に
増
加
す
る
。

現
在
、
千
葉
県
で
は
県
産
の
新
鮮
で

お
い
し
い
、
安
心
安
全
な
農
林
水
産
物

を
、
千
葉
県
内
で
消
費
す
る
「
千
（
地
）

産
千
（
地
）
消
」
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
食
料
自
給
率
向
上
の
活

動
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
地
域
、
市
町
村
レ
ベ
ル

の
食
料
自
給
率
把
握
が
必
要
で
あ
り
、

簡
便
で
か
つ
正
確
な
算
出
方
法
の
開
発

が
待
た
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
国
の
食
料
自

給
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
要
因

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
向
上
に
向
か
っ

て
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
参
考
資
料
）

農
林
水
産
省「
食
料
自
給
率
関
連
資
料
」

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）

図表３：
都道府県別料自給率
（カロリーベース）
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